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Ｉ
Ｌ
Ｃ
（
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
）
計
画
の
各
種

最
新
情
報
を
お
届
け
し
ま
す

本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
に
つ
い
て
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。
電
子
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
で
お
気
軽
に
ご
質
問
く
だ
さ
い

本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
に
つ
い
て
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。
電
子
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
で
お
気
軽
に
ご
質
問
く
だ
さ
い
。。
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市
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
連
絡
協
議
会
の

総
会
が
８
月
８
日
、
江
刺
総
合
支

所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
総
会

で
は
、
昨
年
度
事
業
報
告
の
ほ
か
、

Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
誘
致
実
現
に
向
け
て
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
と
し
た
本

年
の
事
業
計
画
な
ど
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

総
会
後
は
、
県
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
局

の
重
浩
一
郎
特
命
課
長
を
講
師
と

し
げ

し
た
講
演
会
を
開
催
。
重
特
命
課

長
は
、
国
内
で
は
来
年
２
月
に
ま

と
ま
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、
国
外

で
は
来
年
５
月
策
定
の
欧
州
素
粒

子
物
理
戦
略
に
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
を
盛

り
込
む
こ
と
が
非
常
に
重
要
に
な

る
と
い
っ
た
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
巡
る
動

向
な
ど
を
説
明
し
、「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
は
一
歩
ず

つ
前
に
進
ん
で
い
る
。
市
と
県
の

取
り
組
み
を
連
動
さ
せ
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
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８
月

日
に
国
立
天
文
台
水
沢

24

Ｖ
Ｌ
Ｂ
Ｉ
観
測
所
と
隣
接
す
る
奥

州
宇
宙
遊
学
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
平
成

年
か
ら
始
ま
っ
た
同

20

フ
ェ
ス
タ
は
今
回
が

回
目
。
史

12

上
初
の
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
撮
影
成

功
に
沸
く
中
、「
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー

ル
最
前
線
！
１
２
０
年
続
く
国
際

観
測
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
ブ
ラ
ッ
ク

ホ
ー
ル
に
関
す
る
展
示
や
イ
ベ
ン

ト
、
関
連
商
品
も
ず
ら
り
と
並
び
、

会
場
は
多
く
の
家
族
連
れ
な
ど
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

◎
Ｉ
Ｌ
Ｃ
ブ
ー
ス

市
で
は
、
県
南
広
域
振
興
局
と

共
同
で
Ｉ
Ｌ
Ｃ
ブ
ー
ス
を
出
展
。

パ
ネ
ル
の
展
示
や
う
ち
わ
・
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
し
た
。
特

に
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
の
ロ

ゴ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
缶
バ
ッ
チ

作
成
は
大
盛
況
で
、
参
加
者
た
ち

は
楽
し
く
体
験
し
な
が
ら
理
解
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

ＩＬＣ国際化推進員

ॺঐ५॔؞থॼの
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ऒऒ॒॒ऩऩऒऒधध
アンナです。９月末に退職することになりました。５年間大変お世話にな
りました。お隣宮城県で活動しながら、定期的に奥州市に遊びに来ます！
最終回となる今回のテーマは「私のヒーロー」です。

私のヒーローは、ＩＬＣ計画を推進するリニアコ

ライダー・コラボレーションの最高責任者リン・エ

バンスさんです。この仕事を始めた頃にエバンス

さんの視察対応をしましたが、私にとって雲の上の

存在だったので、緊張して一言しか話せませんでし

た。後で分かったのは、とてもフレンドリーで、

スーツよりキティＴシャツを好むような方でした。

しかし、ヒーローである理由は、優しくお茶目な

方だからだけではありません。将来のビジョンを

持ち、そのビジョンに向けて積極的に取り組んでい

るからです。ＩＬＣは巨大なプロジェクトで、書類

仕事やミーティング、スピーチ、出張など家族に会

えない日々が続きます。そしてゴールとなるＩＬ

Ｃ実現は、2030年代という少し遠い未来です。今、

取り組んでいる皆さんが、運用開始まで生きて成果

を見られる保証はありません。ＩＬＣが実現する

ことすら保証がありません。それでもエバンスさ

んは、英知と人類のために今日も取り組んでいます。

私が一番憧れるのはエバンスさんのように「何

か」を作っていこうとする人です。「私は何もでき

ない」とあきらめないでください。一人一人の力を

合わせて一緒に前へ進んで行けば、きっと素晴らし

い未来、ＩＬＣが実現する未来が待っているはずで

す。その未来でまたお会いましょう！

Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
巡
る
動
向
を
説
明
す
る

重
特
命
課
長

私
の
下
手
な
着
付
け
を
快
く
承

諾
し
て
く
れ
た
エ
バ
ン
ス
さ
ん

好
評
だ
っ
た
缶
バ
ッ
チ
の
作
成
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秋
の
気
配
も
次
第
に
濃
く
な
り
、

穏
や
か
な
好
季
節
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。
皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し

で
す
か
。

８
月
４
日
、
東
京
都
江
戸
川
区

で
開
催
さ
れ
た
カ
ヌ
ー
・
ス
ラ

ロ
ー
ム
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
、
パ
ネ

リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
市
で
開
催
さ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン

カ
ッ
プ
の
様
子
を
紹
介
し
た
ほ
か
、

カ
ヌ
ー
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
来
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
カ
ヌ
ー
競
技
会
場
で
あ
る

「
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
市
で

は
現
在
、
カ
ヌ
ー
競
技
の
事
前

キ
ャ
ン
プ
地
に
名
乗
り
を
上
げ
て

い
ま
す
。
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

選
手
が
奥
州
い
さ
わ
カ
ヌ
ー
競
技

場
で
調
整
し
、
こ
の
大
舞
台
で
活

躍
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
思
い
を

強
く
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
誘
致

活
動
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

８
月
上
旬
、
今
年
度
で

回
目

10

と
な
る
、
早
稲
田
大
学
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
テ
ー
マ

に
調
査
研
究
が
な
さ
れ
、
受
講
生

か
ら
は
、
市
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

活
用
な
ど
に
つ
い
て
の
提
言
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
の
施
策
に

生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

周
年
記
念
講
演
会
で
は
「
後
藤

10新
平
を
め
ぐ
る
青
年
教
育
に
つ
い

て
」
と
題
し
早
稲
田
大
学
の
元
総

長
、
現
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連

盟
理
事
長
の
奥
島
孝
康
さ
ん
よ
り

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初

代
理
事
長
で
あ
る
後
藤
新
平
の
自じ

治
三
訣
を
引
用
し
、
人
と
し
て
の

ち

さ
ん

け
つ

生
き
方
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
私
た
ち
も
、
郷
土
の

偉
人
の
思
い
を
引
き
継
い
で
ま
い

り
ま
す
。

国
立
天
文
台
水
沢
の
本
間
希
樹

ほ
ん

ま

ま
れ

き

所
長
を
は
じ
め
研
究
者
の
皆
さ
ん

か
ら
、
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
な
ど
宇

宙
に
関
す
る
図
書
を
、
図
書
館
に

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子

ど
も
は
も
ち
ろ
ん
大
人
も
ぜ
ひ
図

書
館
に
足
を
運
び
、
天
文
学
や
科

学
の
世
界
に
触
れ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

こんにちは、藤野浩太で

す。お盆を過ぎて朝晩は少

し涼しくなってきたように

感じます。日中はまだまだ暑い日が続いていますが、

過ごしやすくなってきているなと思います。

７月27日、28日に開催したカヌージャパンカップ

では、暑い中大勢の皆さんにお越しいただきありが

とうございました。今年は両日とも天気が良く絶好

のカヌー日和で迫力のレースを観ることができたの

ではないでしょうか。会場では仮設のプールを作り、

カヌーをこぐ雰囲気を体験してもらいました。選手

だけではなく、来ていただいた観客の皆さんも楽し

んでもらえるような大会をこれからも目指していき

たいと思います。

５月から始めている週末カヌー教室は、７月まで

の８回で延べ65人に参加してもらいました。残すと

ころあと６回です。これからの時期は涼しくなり、

夏とは違ったカヌーを体験できると思います。たく

さんの申し込みをお持ちしています。

週末カヌー教室

現在市で活動している地域おこし協力現在市で活動している地域おこし協力隊隊の隊員が交替でお届けします。第７回はの隊員が交替でお届けします。第７回はカカ

ヌー普及推進員ヌー普及推進員のの藤野浩太藤野浩太さんです。さんです。
ふじ の こうふじ の こう たた

■日程 ９月14日上、15日醤、21日上、23日刷祝、28
日上、29日醤

■時間 午前の部10:00～11:30、午後の部13:30～
15:00

■場所 胆沢若柳馬
うま

留広場内 馬留池
どめ

■対象 小学３年生から大人まで※未成年者は保護者
の同意が必要
■参加費 １回500円
■服装 水着またはぬれても良い服装、運動靴または
ウォーターシューズ、メガネの人は眼鏡バンド
■問い合わせ・申込先 藤野浩太（察090-7018-0288）
または本庁元気戦略室（察34-2223※平日のみ）

▲ジャパンカップには選手として出場しました




